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　沖縄大学は米軍統治下の1958年、教育の機会均等を目指した嘉数昇
先生によって創設され、今年で65周年となります。日本復帰の際に、廃校
の危機に瀕しましたが、県民の支援により存続を勝ち取り、県内で最も歴
史ある私立大学として今日を迎えた沖縄大学は「地域共創」が創立当初
からの変わらない理念です。昨年度は健康長寿日本一を県とともに作り
上げていくべく沖縄で唯一の管理栄養士、第一種栄養教諭を養成する健
康栄養学部の初の卒業生を輩出、司法試験ストレート合格を果たした卒
業生、プロ野球ドラフト1位指名の仲地礼亜さんなど、素晴らしい学生た
ちを育てることができる大学に成長しています。
　今年は、70周年を展望した長期ビジョン「地域がキャンパス、地域の
キャンパス」の実現に向けて取り組んだ第五次中期計画が終了し、来年か
らスタートする第六次中期計画につなげていく重要な節目でもあります。
　地域に根ざし慕われる大学として、今後も地域社会、そして世界を舞台
に活躍できる人材育成に取り組んでまいります。

沖縄大学は

創立65周年を迎えました！
沖縄大学は

創立65周年を迎えました！

（学長  山代寛）



空手
水球

蹴球

　 個々に能力が高い選手が多く、他チームから
も一目置かれている沖大サッカー部。７月２
日のリーグ戦では３対２で名桜大学に勝利し、
前期リーグ戦最終戦を白星で締めた。泉川光

（MF）、益田玲音（MF）、平真桜（DF）が攻
撃力の要、他者から奪われないドリブルを中
心に攻撃を回していく。試合中も声を掛け合
いチームの士気を高め、明るいチームをなお、
ムードメーカーの中村瑠来（GK）がまとめる。
県外の強豪高校から進学し入部した選手も少
なくなく、細かい技術面を共有し、技能を高
めている。

　キャプテン曰く、プロに近い選手もいる。
　９月 30 日からは後期のリーグ戦がスタート、普段はアネックスグ
ラウンドでの練習だが週に１日はディフェンスラインの動きの確認の
ため沖縄市のグラウンドまで行っての練習。短時間だけれど集中した
練習を熟す。

　高校から大学になるにつれてレベルが一気に
あがります。スピード感パワーが違うだけでな
く技術も高く試合は見応えがあります。リーグ
戦は１試合１試合が重要で、勝たなければ降格
や来年の試合数等に影響が出るので必死です。
応援は力になります。１部昇格を目指す私達の
試合、是非観にきてください。

［経法商学科３年］山内 琉生キャプテンコメント

サッカー部

日本中が盛り上がった
2022 年サッカーワールドカップ、

2023 年 WBC。
沖縄では琉球ゴールデンキングスが

悲願の日本一を手にしたことは
記憶に新しいところ・・・。

本学指定強化部も熱く、
負けられない戦いに挑んでいる。

「仲間といままでにない挑戦を！」
指定強化部 6 チームの

今を紹介します！

沖縄大学 

熱い

　空手の魅力は人間形成にある、「礼にはじま
り、礼におわる」自然に身に付いてきたもの。
空手は生活の一部で人生をかえたもの、それが
競技の醍醐味かもしれません。
　私の種目、組手は 0.1 秒の世界で争うもので
す。0.1 秒の駆け引きがあり、気を抜いたらそ
こで終わってしまう。緊迫した試合展開を是非
観ていただけたらと思います。

［経法商学科４年次］嘉数 明斗キャプテンコメント

空手道部

　

４月に開催された第 47
回沖縄県学生空手道選
手権大会では、男子個
人型で優勝（川村真太
郎）、３位入賞（平安名翔太）、女子個人型で３位（仲本青空）、男子個
人組手で３位（嘉数明斗）と、沖縄大学の名を轟かせ続けているのが
伝統ある空手道部だ。自主性を重んじ、個人で考えて動くことを大事
にしている。主将の嘉数明斗選手は、沖縄尚学高校出身で外部コーチ
として母校に関わり、練習も合同で行うことも少なくない。それにより、
県内外で活躍した指導者たちの助言を多くもらい練習に生かすことが
できると話す。自分の課題は自分が一番わかっている、そこに向かっ
て練習あるのみだ。
　形や組手にわかれそれぞれで練習を行うので、部員 10 人がそろう
のは大会のときのみ。ひとまわり強くなった仲間たちが日々ライバル
でもある。10 月に行われる全九州大会では上位入賞を目指し、目標は
日本一を掲げて一戦一戦を大事に戦う。

　創部５年目、７月に熊本で開催された九州
インカレでは２戦全勝し、２年連続の全国大
会出場を決めた水球部。
　攻撃の主体は 1 年生、その元気と成功率を

支える上級生とのバランスが強さにつながっている。足がつかないプー
ルで個々のパフォーマンス力が求められる競技は、スピード感、攻防の
速さが魅力。１試合で約２キロ泳ぐといい、体重も約２キロ落ちるそう
だ。県内の大学では唯一の水球部、大会のほとんどは九州で開催される。
競技人口が少ないのでまずはメンバー集めにと部員は奮闘している。
　全日本インカレは 9 月 1 日～ 3 日まで横浜で開催。全員で１戦１戦
を大事に、上位入賞を目指す。

　県内では試合がないので観戦のハードルが高
い競技ではありますが、面白さとオリジナリ
ティーある競技。是非、部員に話をきいたりし
て水球のことを知ってほしいです。
　県内の水球の発展に貢献していきたいです
し、そのためにも試合で結果を残して認知度を
上げていきたいです。

［福祉文化学科４年］仲村 俊輝キャプテンコメント

水球部

指定強化部が
九州大学サッカーリーグ
1部昇格を目指して

全国で闘える選手揃う

今年も全国へ
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　各部の主将たちは「自己の課題設定そして実践していく、そこに大
学で部活をやる意義がある」と話す。また好きなことを見つけ、向き
合い続けることの価値は、誰かにとっての喜び、幸せにつながる可能
性を秘めたものではないかとも。沖縄大学でスポーツを応援する人た
ちを増やしていけたらとの想いを話してくれた。
　監督たちが口を揃えていうのは「大学で部活をやる意義は人間力の
育成。大学 4 年間、競技に打ち込んだことはとても意味がある」。沖縄
大学指定強化部は、練習内容や運営面でも選手主体、自らが考え行動
しないといけない。選手の自主性を重んじる部活ばかりである。しかし、
日々、コート・グラウンドでは選手と一緒に戦う監督たちの姿があった。
　スポーツを観ると熱い気持ちや勇気、活力をもらうことができる。
そして選手の力だけでなくサポーターがひとつになったときにつかめ
るものがある！ さあ、沖大スポーツを応援し、今しかないこの時を一
緒に、情熱を注いでみませんか。

　昨年男子 1500m で
全国大会へ出場を決め
た陸上競技部。今年も各種目で上位入賞を決め、着実に全国へと駒を進
めている。（男子 400 ｍリレーでは県選手権１位（九州インカレ４位）、
男子 100 ｍ 3 位、女子 3000m SC ２位等）
　わずかな数字の差、1/100 秒差を争う陸上の世界、自分自身の目標
タイムに向けて何年もかけて練習をするためメンタルの維持が鍵にな
る競技ともいえる。そして他の競技とは違って予選に全選手が出場で
き、みんなが挑戦できることが魅力のスポーツだ。
　練習は南風原町の陸上競技場で行い、ハードな練習を重ねていく。練
習が大好きな選手が多く、どの部活よりも仲良く、楽しい部だとキャプ
テンの長濱は自負している。長濱は宮古総合実業高校から沖縄大学に入
学、高校時代は一人で練習することが多かったことから、いま、30 人
の仲間と日々切磋琢磨できる環境がとても良いとも話す。
　個人競技での個々の頑張りがリレー等の団体種目でも好タイムを出
し、結果、沖縄から全国へと、カタチが創られてきている。

　

今年度九州大学リーグ２部に降格し、入れ替
え戦に向けてメンバー全員が試合へ熱い想い
で挑んでいる。県内の強豪高校で頑張ってき
た選手が多く、その経験をチーム全員で共有
しレベルの高さを維持している。全国的にみ
ると身長が劣るので、そこをカバーできるよ

うにと走り込みを強化し、スピーディーな試合展開にもっていけるよ
うに心がけている。６月25日に開催された第30回沖縄県大学バスケッ
トボール選手権大会では、４戦全勝で優勝を果たした。９月から始ま
る九州リーグでも全勝を目指し、１部昇格を目指す。

　他の競技と比べたら競技時間がとても短いも
のの、ただ、その一瞬に込めた選手たちの熱量
は他の競技とは大いに違って、見応えがあるも
のだと感じています。観ている人もその瞬間瞬
間に魅力を感じてもらえるのではないかと。競
技場では大型スクリーンで投影され、実況アナ
ウンスも行われています。是非競技場へ応援に
きてほしいです。Instagram 等で発信もしています。結果が出せたら
認知度も上がると思うので頑張っていきたいです！

　バスケの魅力はゲーム展開が速く、たくさん
点が獲れ、観ていて飽きないところ。私達は走
るバスケを目標としていて、観ている人を魅了
するチームだと自負しています。是非、応援に
来てほしいです。［福祉文化学科３年］長濱 瑠希斗

［国際コミュニケーション学科４年］城間 祥希キャプテンコメント

キャプテンコメント

陸上競技部 男子バスケット
ボール部

　開学翌年の 1959 年の創部、今年で 64 年
目の伝統ある野球部は、一昨年（2021 年）念
願であった全日本大学野球選手権大会に初出
場、昨年の春の大会でも 3 点差を逆転するな
ど、粘り強く強豪相手に引けを取らない試合

運びが魅力のチーム。昨年ドラフト 1 位で中日ドラゴンズに入団を決
めた仲地礼亜選手や社会人野球チーム等、全国で戦い続ける OB の活躍
なども目覚ましい。例年、甲子園出場経験を持つ選手が入部し、技術面
や行動面も学びを広げていて、高い目標を持ち日々練習を重ねている。
現在は 3 年生 10 人がチームを引っ張り、指導陣も新体制のなか、キャ
プテンを中心に選手ひとりひとりが練習内容を日々考え、挑戦を続け、
現在は秋の大会へ向け、調整をはじめている。

　秋の大会では九州の上位チームとの対戦から
多くを学び、春の神宮へとつなげていきたいで
す。バッティングを強化し、投手陣を野手が支
えることで1勝ずつ勝ち、結果を残していきます。
　仲地礼亜選手や先輩たちに続けるよう、日々
頑張っていますので是非、球場に応援にきてほ
しいです。

［経法商学科３年次］仲宗根 滉大

陸上
籠球
野球

キャプテンコメント

硬式野球部

九州大学リーグ1部昇格を
目指して

全国大会出場選手誕生、
成長著しい陸上競技部

人間力の向上を第一に、個
々の

自主性を日々の練習に活
かす！
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不定期連載

第一回目は、経法商学科 4年次の
冨名腰真希さんが島田尚徳先生を紹介します。

島島
し まし ま

田田
だだ

  尚尚
しょうしょう

徳徳
と くと く

  先生先生
1981年２月３日生まれ1981年２月３日生まれ
出身校：�球陽高校、千葉大学。出身校：�球陽高校、千葉大学。

2005年４月：（株）沖縄タイムス社入社（～2008年２月）
2008年４月：琉球大学 大学院 博士後期課程 進学
2010年９月：（株）海邦総研 入社
2019年４月：沖縄大学 入職

冨
名
腰（
以
下
冨
）―
ど
ん
な
学
生
だ
っ
た
か
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

島
田
尚
徳
先
生（
以
下
島
）―
小
学
校
５
年
か
ら
高

校
ま
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
で
し
た
。
高
校
時
代
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
志
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

明
確
に
将
来
の
夢
は
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

冨
―
大
学
で
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？

島
―
大
学
２
年
生
ご
ろ
ま
で
は
千
葉
か
ら
都
内（
渋

谷
や
新
宿
）
に
遊
び
に
い
っ
た
り
す
る
「
典
型
的

な
」
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
３
年
生
か

ら
は
ゼ
ミ
が
必
修
だ
っ
た
の
で
行
政
学
や
地
方
自

治
論
が
専
門
の
先
生
の
ゼ
ミ
を
な
ん
と
な
く
選
択

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ゼ
ミ
で
の
議
論
な
ど
を

通
し
て
学
問
の
お
も
し
ろ
さ
に
目
覚
め
大
学
院
へ

進
学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
大
学
院
（
修
士

課
程
）
で
は
琉
球
政
府
の
公
務
員
制
度
に
つ
い
て

研
究
を
し
ま
し
た
が
、
博
士
課
程
に
進
学
は
せ
ず

就
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
大
手
メ
デ
ィ
ア
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
を
受
け
ま
し
た
が
ど
れ
も
ダ

メ
で
し
た
。
そ
の
後
、
県
内
で
就
職
活
動
を
行
い

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
か
ら
の
み
内
定
を
い
た
だ
き
、

2
0
0
5
年
４
月
、
同
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

冨
―
沖
縄
タ
イ
ム
ス
で
働
い
て
い
た
時
の
話
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

島
―
沖
縄
タ
イ
ム
ス
で
は
編
集
局
政
経
部
で
県
政
担

当
の
記
者
を
し
て
い
ま
し
た
。
主
に
労
働
問
題
に
関

連
す
る
取
材
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
取
材
経
験

が
、
沖
縄
の
労
働
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
関
心

を
持
ち
続
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
早
朝
か
ら
夜
中
ま

で
取
材
や
記
事
制
作
に
追

わ
れ
て
い
て
、
当
時
は
夢

の
中
に
も
仕
事
の
こ
と
が

出
て
き
て
、
寝
て
も
休
ん

だ
気
に
な
れ
な
い
毎
日
で

し
た
。
仕
事
自
体
は
楽
し

か
っ
た
の
で
す
が
こ
の
ま

ま
の
生
活
で
は
、
自
分
の

インタビューを行っての感想
　今回、島田
先生へインタ
ビューを行っ
て他の人の人
生を聞くとい
うことが結構
面白いことだ
と感じた。自分とは全く違う考えや生き
方を聞くことで自分自身の視野も少し広
がったように感じた。
　また、世代が違う人に話を聞くことで
自分たちの学生時代とその人が学生だっ
た頃の違いなども知ることができてとて
も興味深かった。

編集者より！
　突如としてはじめてみたこの企画・・・、
きっかけは共通科目「歴史のみかた」で出
されたレポート課題でした。ゼミの担当教
員の先生を紹介している学生が複数いると
の情報を得て、企画化してみました。不定
期で連載していきますのでお楽しみに。

冨名腰 真希冨名腰 真希  さんさん

体
力
が
持
た
な
い
と
感
じ
た
た
め
2
0
0
8
年
２

月
に
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
を
退
社
し
ま
し
た
。

冨
―
沖
縄
タ
イ
ム
ス
を
辞
め
た
後
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
た
の
で
す
か
？

島
―
2
0
0
8
年
４
月
よ
り
琉
球
大
学
大
学
院
の
博

士
課
程
に
進
学
し
ま
し
た
。
入
学
後
は
附
属
図
書
館

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
琉
球
政
府
に
つ
い
て

の
研
究
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
2
0
0
9
年
に
長

男
が
生
ま
れ
、
子
育
て
を
行
な
っ
て
い
く
中
で
、
貯

金
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
き
今
後
の
生
活
に
危

機
感
を
覚
え
、
就
職
し
よ
う
と
考
え
、
沖
縄
海
邦
銀

行
の
関
連
会
社
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
海
邦
総
研

が
研
究
員
を
募
集
し
て
い
た
こ
と
か
ら
応
募
し
た
と

こ
ろ
採
用
さ
れ
、
2
0
1
0
年
９
月
か
ら
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

冨
―
な
ぜ
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
か
ら
大
学
教
員
に
な
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
か
？

島
―
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
自
治

体
の
政
策
立
案
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
業
務
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
一
方
、
調
査
を
し
て
い
く
中
で
、
沖
縄

の
構
造
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
40
歳
を
目
前
に
し
て
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
も
体
力
が
必
要
な
た
め
今
後
の
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

沖
縄
大
学
の
公
募
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
運
良
く
採
用

さ
れ
、
2
0
1
9
年
４
月
か

ら
教
員
と
し
て
勤
務
し
、
今

に
至
り
ま
す
。

冨
―
大
学
教
員
に
な
っ
て

大
変
だ
と
感
じ
た
点
は
ど

の
よ
う
な
点
で
す
か
？
ま

た
、
教
員
に
な
っ
て
か
ら
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
行
な
っ

て
い
ま
す
か
？

島
―
講
義
の
準
備
が
大
変
で

し
た
。
特
に
2
0
2
0
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
も
あ
っ
た

の
で
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
し
た
。

2
0
2
2
年
に『
季
刊
労
働
法
』と
い
う
雑
誌
に「
沖

縄
振
興
計
画
と
本
土
「
復
帰
」
50
年
の
労
働
環
境

の
変
化
と
特
質
」
と
い
う
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

同
論
文
は
、
記
者
時
代
に
労
働
問
題
を
担
当
し
て

い
た
こ
ろ
か
ら
関
心
の
あ
っ
た
テ
ー
マ
を
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
成
果
を
参
考
に
し
つ
つ
執
筆
し
ま
し

た
。
論
文
内
で
は
沖
縄
を
ひ
と
つ
の
か
た
ま
り
と

し
て
分
析
し
て
い
ま
す
が
、
沖
縄
で
も
地
域
ご
と

に
異
な
っ
た
課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地

域
ご
と
の
違
い
に
つ
い
て
ゼ
ミ
等
で
、
調
査
研
究

し
て
い
ま
す
。

冨
―
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わたしの先生、
紹介します！

第１回

略
　
歴
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2023年161号
4



　研究で多くのエネルギーを要するのが、テーマを決める段
階である。自身が関心のある社会課題や現象がターゲットに
なるのだが、つきつめると、なぜそこに私の関心があるのか
と自身に問う作業でもあるからだ。
　はじめて研究に触れたのが、学部生時代だった。当時、大
学卒業後に青年海外協力隊として海外に行こうと考えていた
が、隊員がどのような条件で任地に赴き、帰国後どのように
仕事に復帰されているのかについての情報がほとんどない時
代だった。特に帰国後の状況は私自身が最も知りたかったこ
とであった。そこですでに帰国された隊員の方々に連絡し実
態調査を行った。２年間かけてまとめたが、調査中に、調査
協力者である元隊員の方から「このような調査はとても貴重
です。頑張って仕上げてください」との励ましのお手紙を頂
いたことは、研究の社会的意義を感じることができた出来事
であった。

たかがスポーツ

　次は、院生時代の修士論文の執筆になる。スポーツ心理学
の研究室仲間と本格的に研究のノウハウを学んでいった。そ
の頃から私の関心は、多くのスポーツ選手が口にする「スポー
ツをすることで成長した」という概念だった。成長とは何か？
どのようなプロセスを経てそう感じるのか？実は、これを検
証することはとても難しい。多くの研究者も関心を寄せる古
典的テーマだということは後で知った。競技での卓越を目指
す過程とは、身体との対話を繰り返すことでできなかった動
きを獲得していくプロセスである。とことん身体と向き合わ
ざるを得ないのだが、そこでどのような対話をしているかが
キーになると考えていた。プロスポーツ選手へのインタビュー
データを分析することで、その一端にふれてみようと試みた
が、自然科学の研究者からは「それは研究ではない」とのご
批判も受けた。
　現在も、スポーツの価値を検証したいという思いは変わっ
ていない。きっと、これまで私の人生を豊かにしてくれたと
実感している「たかがスポーツ」に価値が
あるのだということを証明したいと願って
いるからなのだと思う。

福祉文化学科 健康スポーツ福祉専攻 准教授
石原 端子

研究のひろば

「青年期のこころの発達」特攻隊だった祖父から学んだこと
　７月 18 日、福祉文化学科吉川麻衣子先生担当の「青年期のこころの発達」講義では、同学科４年
次の河辺奈々子さんがスペシャル講師として登壇し、特攻隊だった祖父から学んだことと題して「自分
や自分のルーツ」を考え感じたことについてお話をしました。
　講義では、「特攻作戦のなかで祖父がどのような気持ちでいたのか」、同世代で特攻隊になった祖父
の気持ちや心理面について掘り下げて、お話をしていました。祖父が祈ったであろう「生きたい」とい
う気持ち、その４文字に自分の人生のすべてがぎゅっと詰まっていると感じていること、そして今の時代を生きる多くの人に繋がるメッセー
ジだと語ったほか、自分らしい生き方をずっと模索していた河辺さんが祖父のことを調べていき、祖父の人生が今では人生の道しるべに
なっているとも話してくれました。

　私は現在、特攻隊だった祖父のルーツを調べてそこで感じたこと
や考えたこと、祖父がどのように戦中戦後を生き抜いてきたかを書
籍に残そうと取り組んでいます。
　戦争について考えることは私にとって日常の一部でした。父は、私
が物心つく頃から戦争の話をしてくれたり、沖縄や広島をはじめその
他様々な戦跡に連れて行ってくれました。特に沖縄には毎年一回足
を運び、様々なガマに行き県内各地で起こった戦中戦後の話をたく
さん聞いてきました。
　沖縄の大学に進学した理由のひとつには沖縄に住んでこそ新たに
戦争のことについて何か学べるのではないかと考えたからです。
　祖父のことについて調べようと思ったきっかけは、実は特にありません。
小さい頃から祖父が特攻隊だったことは知っていましたが、詳しくは

聞いていませんでした。2022 年の７
月、突然祖父のことについて調べた
くなり思いつきで飛行機のチケットを
取って姉と鹿児島県の知覧に行きまし
た。父にも祖父について詳しく聞き、

知覧の資料館で無くなった特攻隊員と祖父の姿を重ねながら見てい
ろんなことを感じました。事実を知ると同時に、自分が今生きている
ことやたくさんの人と出会えたこと、不自由なく楽しく生きているこ
とがどんなに尊くてどんなに奇跡なんだろうと感じました。その時感
じたことは、何かに残さなければきっと忘れてしまうし、年をとって
も同じように感じるかと言われたらきっとそうではないと思います。
だから、本にして将来の自分や子、またその孫に残したいと思いこ
のような取り組みを始めました。
　また、特攻隊だった祖父と同じ年齢である今、やることに意味が
あると思います。戦争から興味
や関心が離れつつある同年代
の人たちや周りの友達にもこの
話を届け、私がいろんなことを
感じたようにそれぞれ何か感じ
てもらえたらいいなと思うので
もっともっと伝えていけるように
努力したいです。

講  義

［福祉文化学科４年次］河辺 菜々子
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卒
業
生
の
活
躍
を
紹
介
！

　
卒
業
生
の
活
躍
を
紹
介
す
る
企
画
『
あ
の
人
は
い
ま
』。
今
回
は
1
9
9
4
年
3
月
に

卒
業
し
、
県
内
の
お
笑
い
界
を
牽
引
す
る
、
山
城
智
二
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
山
城
さ
ん
は
現
在
、
兄
で
初
代
F
E
C
代
表
の
故
山
城
達
樹
さ
ん
の
生
涯
を
巡
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
制
作
中
で
す
。

　
沖
縄
大
学
が
F
E
C
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
と
話
す
山
城
さ
ん
の
学
生
時
代
や
沖
縄
の

お
笑
い
界
に
つ
い
て
の
こ
と
、
将
来
の
展
望
等
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

あ
の
人
は
い
ま

大
学
時
代
に
つ
い
て

大
学
進
学
は
明
確
な
目
標
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
て
、
大
学
に
進
ん
で
か
ら
な
に
か
や
り

た
い
こ
と
を
探
せ
た
ら
と
考
え
て
い
て
、
沖
縄

大
学
に
２
つ
上
の
兄
が
通
っ
て
い
た
の
で
、
県

内
で
大
学
へ
行
く
な
ら
沖
縄
大
学
だ
な
と
い
う

感
じ
で
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
最
初
は
２
部
の

英
語
科
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
転
学
科
を
し
て
経

済
を
学
べ
る
学
科
に
所
属
し
ま
し
た
。
部
活
動

で
は
、
陸
上
部
の
中
長
距
離
選
手
だ
っ
た
の
で
、

週
に
３
日
は
30
キ
ロ
く
ら
い
を
走
っ
て
い
ま
し
た

よ
。
キ
ツ
かっ
た
け
ど
楽
し
かっ
た
ぁ
〜
。

私
が
１
年
生
の
と
き
に
兄
が
B
B
Ｑ
や
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
e
t
c
…
、
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
自
由
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
Ｆ
Ｅ
Ｃ

（
フ
リ
ー
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
し
た
（
大
学
側
に
は
サ
ー
ク
ル

と
し
て
認
め
て
も
ら
う
た
め
株
の
研
究
を
し
ま

す
と
いって
申
請
し
て
い
た
か
も
、
笑
）。

根
っ
か
ら
の
目
立
ち
た
が
り
で
明
る
い
兄
は
、

幼
な
じ
み
で
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
渡
久

地
政
作
さ
ん
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
（
フ
ァニ
ー
ズ

結
成
）、
1
9
9
0
年
に
県
内
で
行
わ
れ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
賞
で
見
事
優
勝
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
サ
ー
ク
ル
全
体
で
も
お
笑
い
を
やって

い
こ
う
よ
と
な
り
、
私
も
加
わ
り
、
そ
の
年
の

学
園
祭
で
１
時
間
の
ラ
イ
ブ
を
５
回
やっ
た
ら
大

盛
況
の
満
席
。
毎
回
2
0
0
名
ほ
ど
の
お
客

さ
ん
が
入
り
ま
し
て
、「
俺
た
ち
い
け
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
勘
違
い
し
て
お
笑
い
の
道
を
進
ん

で
い
く
わ
け
で
す
。

兄
が
大
学
卒
業
と
同
時
に
本
格
的
に
プ
ロ
活

動
を
す
る
た
め
芸
能
事
務
所
を
立
ち
上
げ
た
の

で
、
私
も
卒
業
し
た
ら一緒
に
や
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

大
学
時
代
は
陸
上
部
、
F
E
C
で
の
お
笑

い
活
動
、
そ
し
て一番
の
思
い
出
が
中
国
大
陸

3
0
0
0
キ
ロ
の
旅
で
す
（
当
時
の
広
報
誌
に

も
寄
稿
）。

復
帰
20
年
の
年
に
県
と
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
が

企
画
し
た
派
遣
の
旅
な
の
で
す
が
、
遣
唐
使
が

歩
い
て
き
た
道
を
た
ど
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
２

か
月
か
け
て
朝
か
ら
晩
ま
で
歩
く
と
い
う
も
の

で
、
旅
行
と
は
全
く
違
って
、
１
時
間
歩
い
た
ら

10
分
休
憩
、
そ
れ
を
朝
７
時
か
ら
19
時
ま
で・・・

と
い
う
苦
し
い
旅
を
し
た
ん
で
す
。
1
2
0
～

1
3
0
人
の
若
者
が
４
行
程
に
分
か
れ
２
か
月

歩
き
続
け
る
わ
け
で
す
よ
。
な
ん
で
こ
ん
な
も

の
に
申
し
込
ん
だ
ん
だ
ろ
う
と
後
悔
も
し
ま
し

た
が
、
そ
の
時
の
団
体
行
動
が
、
人
の
気
持
ち

を
思
い
や
れ
る
よ
う
に
なっ
た
り
、
相
手
の
立
場

で
も
の
を
考
え
る
よ
う
に
なって
き
た
り
と
気
持

ち
の
面
で
は
と
て
も
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

仲
間
と一緒
に
な
に
か
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う

今
の
動
き
に
強
く
繋
がって
い
ま
す
。

プ
ロ
の
お
笑
い
芸
人
の
道
へ

中
国
か
ら
戻って
か
ら
感
じ
た
の
は
、
同
世
代

の
中
国
人
は
か
な
り
勉
強
し
て
い
る
な
と
い
う
こ

と
。
な
の
で
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
、
勉
強

を
し
な
け
れ
ば
と
、
ひ
と
月
く
ら
い
は
思
って
い

た
ん
で
す
が
、
で
も
や
は
り
お
笑
い
が
楽
し
い
な

と
な
り
、
お
笑
い
芸
人
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。
両

親
も
自
由
に
さ
せ
て
く
れ
る
タ
イ
プ
な
の
で
応
援

し
て
く
れ
ま
し
た
。

1
9
9
3
年
４
月
に
F
E
C
（
フ
リ
ー
エ
ン

ジ
ョ
イ
カ
ン
パ
ニ
ー
・
自
由
に
楽
し
く
集
う
）
事

務
所
設
立
、
96
年
に
兄
が
急
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
前
の
日
ま
で
は
元
気
だ
っ
た
の
に
。
そ
れ
で

私
が
事
務
所
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
兄
が
残
し

た
も
の
を
守
り
た
い
と
い
う一心
で
し
た
ね
。

事
務
所
設
立
か
ら
た
っ
た
３
年
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
兄
は
か
な
り
の
基
盤
を
築
き
上
げ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
や
り
続
け
て
き
た
感

じ
で
す
。
途
中
、
そ
れ
だ
け
で
は
進
歩
が
な
い

の
で
私
ら
し
い
や
り
方
を
プ
ラ
ス
し
な
が
ら
時
代

に
合
わ
せ
て
進
化
す
る
形
で
やって
き
ま
し
た
。

2
0
0
9
年
に
吉
本
沖
縄
が
で
き
、
飲
み
込

ま
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
か
ら
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
よ
し
も
と
は
全
国

の
お
笑
い
、
F
E
C
は
地
元
に
根
差
し
た
沖
縄

の
人
に
笑
って
も
ら
え
る
お
笑
い
を
創
る
と
い
う

違
っ
た
方
向
性
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
差
別
化
が

図
れ
て
い
て
、上
手
い
こ
と
や
れ
て
る
状
況
で
す
。

よ
り
沖
縄
の
お
笑
い
界
が
活
性
化
し
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

私
は
、
た
だ
お
笑
い
を
や
り
た
い
と
い
う
事

で
は
な
く
、「
未
開
発
の
地
で
あ
る
沖
縄
で
お
笑

い
を
や
り
、
確
立
す
る
」
と
い

う
事
を
30
代
に
明
確
に
意
識

で
き
た
こ
と
で
や
り
が
い
も
見

い
だ
せ
ま
し
た
。

お
笑
い
と
い
う
の
は
日
常
の

延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
す
。

沖
縄
の
結
婚
式
の
余
興
文
化

は
ま
さ
し
く
良
い
例
で
、
沖
縄

の
場
合
は
み
ん
な
と
繋
が
る
と

よ
り
面
白
さ
が
増
す
、
み
ん

な
で
楽
し
も
う
と
い
う
気
質
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て

現
在
は
事
務
所
の
代
表
と
し
て
手
掛
け
て
い

る
仕
事
が
多
く
あ
り
、
お
笑
い
芸
人
と
し
て
は

年
に
数
回
舞
台
に
立
つ
感
じ
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
は
じ
ま
っ
た

2
0
2
0
年
、
徐
々
に
仕
事
が
な
く
な
り
、
３

月
末
に
は
ゼ
ロ
と
な
り
お
笑
い
界
は
と
て
も
厳

し
い
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。
ふ
さ
ぎ
込
む
メ
ン

バ
ー
も
い
ま
し
た
が
舞
台
に
代
わ
る
表
現
の
場

と
し
て
ス
タ
ジ
オ
を
作
り
ネ
ッ
ト
配
信
を
は
じ

め
た
り
、
芸
人
の
ス
キ
ル
を
使
って
他
の
業
種
の

仕
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
り
（
芸
人
バ
ス
ガ
イ広報誌　掲載記事（1995年発刊  第64号）
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\わがゼミナー
ル/\わがゼミナー
ル/

　私は現在、経法商学科の問題発見演習Ⅰ、基礎演習Ⅰ・Ⅱ、専門
演習ａ・ｂ、そして専門演習 c・ｄのゼミを担当しています。以前
は夜間のゼミを担当していたことに加えて、この数年、大学院や学
部、研究所の運営の仕事に携わり、また、21 年度に学外研究を取
得した関係で、問題発見演習以外のゼミを担当していませんでした。
しかし、学外研究から戻った昨年から再び２年次以上のゼミも担当
することになり、沖縄大学に着任して 15 年目となる今年、久しぶ
りに学部の４学年すべての演習科目を開講しています。
　ゼミでは、基本的に、沖縄近現代史や国際関係史、世界史にかか
わる事柄に焦点を当てています。前期には、リサーチ・スキルを磨
いてもらうため、個人の研究をまとめています。受講生の皆さんは、
沖縄戦や米軍占領下の歴史はもちろん、古琉球の歴史、沖縄の芸術
や建築、ヒップホップ、産業や開発に関する歴史、また、基地がも
たらす人権問題、自衛隊問題、ジェンダー・セクシュアリティ、食
糧問題、労働問題、環境問題、ウクライナ問題、脱植民地化の歴史
等、多様なテーマを選んでいます。研究発表を通じて、受講生の方々
が互いに学び合う機会を作りたいと思っています。後期には、経法

商学科のゼミナール大会等を目標に、さらにグループ・ワークがで
きるといいのではないかと思っています。
　３年余りのコロナ禍で、フィールドワークにはブレーキがかかっ
ていましたが、最近は、感染防止に気を配りながら、できるだけ地
域に出かけ、とくにこの数年は芸術作品の鑑賞を多く取り入れてい
ます。昨年度は、那覇文化芸術劇場なはーとでの『喜劇人類館』の
公演を観ました。経
法商学科では社会科
学を中心に学びます
が、目に見えない感
情や言葉にするのが
難しい戦争記憶につ
いては、造形や演劇、
美術の表現の方が理
解を助けてくれるこ
とがあります。受講
生の方々の新鮮な反
応や言葉は、私自身
の刺激にもなってい
ます。
　教師としては未熟
ですが、「学ぶこと
は楽しい」と思って
もらえるよう、工夫
を重ねていきたいと
思っています。

経法商学部 経法商学科  
教授
若林 千代

学ぶことは楽しい

2023年4月21日南城美術館「新垣安雄展—証言者—」にて

9月８日からスターシアターズで
沖縄先行上映。

ド
や
実
演
笑
売
士
）、
コ
ー
ヒ
ー
販
売
の
商
品
開

発
等
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
音
楽
レ
ー
ベ
ル
の
立
ち
上
げ
や
大
学
の
先

輩
で
も
あ
る
譜
久
里
武
さ
ん
と
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
会
社
も
設
立
し
て
、
持
ち
前

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
お
も
し
ろ
い
も
の
を
カ
タ
チ
に

し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
て
い
る
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
ん
で
す
よ
。
ア
イ
デ
ィ
ア
と
楽
し
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
。

そ
し
て
今
年
は
F
E
C
設
立
30
年
の
節
目
の

年
と
な
り
、
兄
・
山
城
達
樹
の
26
年
の
生
涯
の

中
で
、
沖
縄
の
お
笑
い
界
を
ど
の
よ
う
に
牽
引

し
、
沖
縄
を
盛
り
上
げ
未
来
を
展
望
し
て
い
た

の
か
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

戦
後
の
沖
縄
の
お
笑
い
界
の
歴
史
等
も
見
て
取

れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
監
督
と
し
て
構

成
を
手
掛
け
、
撮
影
に
編
集
、
ひ
と
り
で
何
役

も
こ
な
し
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
F
E
C
メ
ン
バ
ー

の
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
大
変
で
し
た
が

今
の
自
分
の
す
べ
て
を
詰
め
込
む
こ
と
が
で
き

た
作
品
に
なって
い
ま
す
。

今
後
の
夢
に
つ
い
て

９
月
か
ら
順
次
、
県
内
外
で
映
画
が
上
映
さ

れ
ま
す
が
、「
沖
縄
の
笑
い
」
を
全
国
や
世
界
に

知
ら
し
め
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
映
画

と
お
笑
い
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
映
画
を
見
た
お

彼
と
の
出
会
い
は
大
学
４

年
の
時
に
自
分
た
ち
の
卒
業

を
自
分
た
ち
で
盛
り
上
げ
よ

う
と
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
実
行

委
員
会
が
組
織
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
こ
で
知
り
合
い

ま
し
た
。

知
り
合
っ
た
頃
は
す
で
に

サ
ー
ク
ル
活
動
と
い
う
よ
り

も
プ
ロ
芸
人
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
い
て
、
彼
は
将
来
、

お
笑
い
芸
人
と
し
て
確
立
す

る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。

彼
は
、
よ
く
図
書
館
で
お

笑
い
の
「
ネ
タ
」
を
考
え
て

い
た
ん
で
す
。
私
は
、
そ
の

横
か
ら
お
笑
い
芸
人
を
笑
わ

せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
ネ

タ
を
被
せ
た
り
し
て
、
結
果

的
に
よ
く
彼
の
邪
魔
を
し
て

い
ま
し
た
ね
。
楽
し
か
っ
た

思
い
出
の
ひ
と
つ
で
す
。

2
0
1
7
年
優
秀
俳
優

賞
を
受
賞
し
た
時
は
、
同
僚

の
お
笑
い
芸
人
を
引
き
連
れ

て
お
祝
い
の
乾
杯
を
し
ま
し

た
よ
。

今
回
の
映
画
製
作
も
上
映

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
を
代
表
す
る
芸
人
、

役
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

今
後
、
益
々
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
！

（
学
生
部
長　
大
城
貴
之
）

山
城
智
二
さ
ん
と
は

旧
友
の
大
城
学
生
部
長

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

客
さ
ん
が
今
の
沖
縄
の
笑
い
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
も
同
時
開
催
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
F
E
C
フ
ェ
ス
と
い
い

ま
す
か
、
お
笑
い
と
美
味
し
い
も

の
を
楽
し
め
る
場
づ
く
り
を
手
掛

け
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
沖
縄
を
カ

チ
ャ
ー
し
て
（
か
き
混
ぜ
て
）
い
き

た
い
な
と
思
って
ま
す
。

沖
縄
大
学
に
つ
い
て

今
回
の
映
画
の
ロ
ケ
で
は
、
大

学
に
も
久
し
ぶ
り
に
伺
い
ま
し

た
。
私
達
の
古
巣
で
あ
る
サ
ー

ク
ル
棟
は
無
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
思
い
出
深
い
場
所
も
多
々

あ
り
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
等
、
趣
が
あ
り
良
い

場
所
で
す
よ
ね
。

こ
れ
か
ら
は
同
窓
会
に
も
顔

を
出
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。
沖
縄
大
学
が
F
E
C
の

原
点
、
ル
ー
ツ
な
の
で
、
私
が
で

き
る
こ
と
は
関
わ
っ
て
い
け
た
ら

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

8月
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と
あ
る
日
の
こ
と
。沖
縄
大
学
本

館
の
1
階
で
学
生
3
人
が
な
に
か
に

気
づ
き
ま
し
た
。

「
あ
れ
な
に
？
」

　
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
か
な
り
リ
ア

ル
な
カ
ラ
ス
の
絵
で
す
。

　
3
人
は
通
り
す
が
り
の
職
員
に
聞

き
ま
す
が
、

「
え
？
な
に
そ
ん
な
の
が
あ
る
の
？
」

「
知
ら
な
い
」

と
多
く
の
人
は
気
づ
い
て
い
な
い

様
子
。

　
施
設
課
に
聞
き
に
行
く
と
、

「
学
生
支
援
課
に
行
け
ば
わ
か
る
と
思

い
ま
す
」（
施
設
課・金
城
慎
介
さ
ん
）

　
そ
こ
で
学
生
部
長
に
突
撃
し
ま

し
た
。

「
あ
れ
は
な
ん
で
す
か
？
」

「
絵
と
い
う
と
、こ
れ
の
こ
と
？
」（
学

生
部
長・大
城
貴
之
さ
ん
）

T
で
す
。正
直
、大
城
さ
ん
と
大
嶺
さ

ん
は
T
小
町
と
い
う
名
前
を
気
に

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。実
は
、私
も「
T
小

町
」と
自
分
で
言
っ
て
い
ま
す
が
、と

て
も
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
T
小
町
が
頑
張
っ
て
探
し

た
史
跡
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
．ヒ
バ
ン
ム
イ
　

　
ま
ず
、最
初
に
訪
れ
た
史
跡
は
、海

軍
壕
公
園
に
あ
る
ヒ
バ
ン
ム
イ（
火
番

原
）で
す
。

　
ヒ
バ
ン
ム
イ
と
は「
火
を
焚
く
丘
」

と
い
う
意
味
で
、ヒ
バ
ン
ム
イ
が
あ

る
場
所
は
高
台
に
な
っ
て
い
て
那
覇

港
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、那

覇
港
に
入
っ
て
く
る
進
貢
船
や
異
国

船
が
見
え
る
と
火
を
焚
き
、烽
火
を

あ
げ
て
首
里
王
府
に
知
ら
せ
て
い
た

そ
う
で
す
。ヒ
バ
ン
ム
イ
は
首
里
王

府
へ
の
連
絡
手
段
と
し
て
と
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

３
．ヒ
ー
ジ
ャ
ー
は
い
な
い
よ
！

ヒ
ー
ジ
ャ
ー
ガ
ー

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、ヒ
ー
ジ
ャ
ー

ガ
ー（
樋
川
井
）で
す
。ヒ
ー
ジ
ャ
ー

ガ
ー
は
、出
産
直
後
に
新
生
児
を
入

浴
さ
せ
る
際
に
使
う
湯
、旧
正
月
の

若
水
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
用
水
や

農
耕
馬
の
手
入
れ
な
ど
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。戦
前
は
左

右
に
大
小
の
カ
ー（
井
戸
）が
あ
り
、左

側
の
小
さ
い
カ
ー
は
ノ
ロ
や
カ
ミ
ン

チ
ュ
専
用
で
、右
側
の
大
き
い
方
は

住
民
が
利
用
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

４
．古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
の
碑
と
ス
ル
メ
ー
ナ
ー

　
梵
字
と
い
う
の

は
古
代
イ
ン
ド
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
を
書
き
表
す
文

字
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、こ
の
壁

に
埋
め
込
ま
れ
た

字
の
形
が
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

碑
が
建
て
ら
れ
た
時
期
や
由
来
な
ど

※（曲：エイリアンBGM 「The X Files 」を頭に思い浮かべてお読みください）

歴史大好き花林がヒバンムイを見て興奮している様子。

梵字の碑 みんなのヒージャーガー

ヌンドゥンチの中身

珍しいスルメーナー

沖縄大学にある貴重なモノやアート作品を紹介する企画「沖大散策」、
今回は経法商学科3年次の学生がみつけたあるものを紹介します。

ここ
に絵
はあ
りま
す！

ここ
に絵
はあ
りま
す！

vol.10
沖大の魅力に
迫る沖大散策オキナワダイガクにバンクシーあらわる？

も
し
こ
の
イ
ラ
ス
ト
が

    

欲
し
い
と
い
う
方
は
経
営
企
画
室
ま
で
！

（
先
着
３
名
様
に
お
渡
し
し
ま
す
。）

の
情
報
は
一
切
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、魔
除
け
の
意
味
を
持
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。説
明

板
を
見
る
と
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
系

の
に
お
い
が
プ
ン
プ
ン
漂
っ
て
き
ま

す
。こ
れ
は
お
そ
ら
く「
ア・ビ・ラ・ウ

ン・ケ
ン
」と
思
わ
れ
、宇
宙
を
形
成
す

る「
地
、水
、火
、風
、空（
空
間
）」を
意

味
し
、密
教
で
宇
宙
の
中
心
の
仏
と

さ
れ
る
大
日
如
来
を
表
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
梵
字
の
碑
か
ら
少
し
進
ん
だ
場
所

に
、ス
ル
メ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ル
メ
ー
ナ
ー
は
地
頭（
じ
と
う
）と

掟（
う
っ
ち
）の
火
ヌ
神
を
祀
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、集
落
を
火
事
や
火
の

災
害
か
ら
守
る
た
め
に
ヒ
ヌ
カ
ン
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。現
在
で
は
一
般

家
庭
で
も
ヒ
ヌ
カ
ン
を
祀
っ
て
、毎

月
旧
暦
の
一
日

と
十
五
日
に
供

物
を
供
え
て
、一

家
の
繁
栄
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

５
．フ
ス
ミ
御
嶽
＆
フ
ス
ミ
ガ
ー

　
フ
ス
ミ
と
い
う
の
は
、お
へ
そ
の
意

味
で
、字
豊
見
城
集
落
内
の
中
心
に
位

置
し
た
こ
と
か
ら
、フ
ス
ミ
御
嶽・フ

ス
ミ
ガ
ー
と
呼

ば
れ
た
そ
う
で

す
。フ
ス
ミ
ガ
ー

と
は
井
戸
の
こ

と
で
、沖
縄
で

は
一
般
的
に
井

戸
の
周
り
に
は

「
毎
朝
、ハ
ト
の
糞
の
片
付
け
に
苦
慮

し
て
い
て
、リ
ア
ル
な
カ
ラ
ス
の
イ
ラ

ス
ト
を
探
し
、拡
大
コ
ピ
ー
を
し
て

貼
っ
た
ん
だ
よ
。」

　
他
に
も
同
様
に
悩
ん
で
い
た
本
学

職
員
の
実
家
に
も
貼
っ
た
と
こ
ろ
、効

果
は
て
き
め
ん
、そ
の
後
ハ
ト
の
糞
被

害
は
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

♪
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
！

　
み
な
さ
ま
、こ
こ
ま
で
読
ん
で
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
ん
て
こ
と
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、

神
様
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。井

戸
は
村
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い

て
、村
全
体
で
大
切
に
し
な
い
と
井
戸

が
腐
り
、や
が
て
井
戸
を
使
っ
て
生
活

し
て
い
る
村
の
人
々
は
死
ん
で
村
も

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、

村
の
人
々
は
と
て
も
井
戸
を
大
切
に

し
た
そ
う
で
す
。

６
．女
性
の
お
祈
り
場
所
と
人
々
を
救
っ

た
嘉
数
さ
ん（
嘉
数
親
雲
上
）の
お
墓

　
ヌ
ン
ド
ゥ
ン
チ
と
い
う
素
敵
な
史

跡
に
巡
り
あ
い
ま
し
た
。ヌ
ン
ド
ゥ
ン

チ
は
、女
性
た
ち
が
村
の
安
全
な
ど
を

お
祈
り
す
る
場
所
で
、左
側
に
ノ
ロ
火

ヌ
神
、右
側
に
は
ノ
ロ
神
な
ど
の
豊
見

城
の
ム
ラ
建
て
に
ま
つ
わ
る
人
物
の

10
個
の
香
炉
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、廻
っ
た
史
跡
は
み
ん
な
の

命
の
恩
人
嘉
数
親
雲
上
の
お
墓
で
す
。

嘉
数
親
雲
上
は
農
業
に
長
け
て
い
て
、

座
間
味
島
か
ら
ソ
テ
ツ
の
実
を
持
ち

帰
り
琉
球
王
国
の
干
ば
つ
の
時
に
ソ

テ
ツ
の
栽
培
方
法
や
食
べ
方
を
農
民

や
王
府
に
教
え
、人
々
を
飢
餓
か
ら

救
っ
た
天
才
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。王
府
か

ら
褒
美
と
し
て

「
シ
マ（
土
地
）

を
貰
う
か
」と

言
わ
れ
た
そ
う

で
す
が
、「
自
分

に
は
そ
れ
だ
け

の
力
が
な
い
の

で
、代
わ
り
に

母
の
た
め
の
墓

が
欲
し
い
」と

１
．自
己
紹
介
＆
は
じ
め
に　

私
、金
城

愛
と
私
の
お

友
達
の
大
城

こ
な
つ
さ
ん

と
大
嶺
花
林

さ
ん
は
豊
見

城
市
出
身
で

す
。３
人
合
わ
せ
て
T
小
町
で
す
。T

小
町
の「
T
」はTO

M
IG
U
SU
KU

の

言
っ
て
墓
を
拝
領

し
た
そ
う
で
す
。そ

の
時
に「
親
雲
上
」

の
位
と「
嘉
数
」と

い
う
名
字
を
賜
っ

た
そ
う
で
す
。

７
．お
わ
り
に

　
今
回
、た
く
さ
ん
の
史
跡
を
巡
っ

て
み
て
更
に
歴
史
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

　
１
時
間
ほ
ど
で
、字
豊
見
城
の
小

さ
い
区
域
で
７
つ
の
史
跡
を
巡
検
し

ま
し
た
が
、那
覇
や
首
里
だ
け
で
な

く
私
の
身
近
な
豊
見
城
に
も
、琉
球

王
国
時
代
の
史
跡
が
多
く
あ
る
と
知

り
驚
き
ま
し
た
。自
分
が
普
段
通
っ

て
い
た
道
に
も
ヌ
ン
ド
ゥ
ン
チ
や
、

フ
ス
ミ
ガ
ー
、ス
ル
メ
ー
ナ
ー
な
ど

石
や
井
戸
に
宿
っ
た
神
様
を
拝
む
場

所
が
多
く
あ
り
、琉
球
の
人
々
の
生

活
に
と
っ
て
、神
様
に
拝
む
行
為
は
、

生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
と
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大切にされてきたフスミガー

バ
ン
ク
シ
ー
な
ん
て
大
げ
さ
な
っ
て

思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、研
究
や

学
び
に
気
づ
き
は
と
て
も
大
切
で
す
。

学
生
さ
ん
の
気
づ
き
、そ
し
て
普
段
は

話
す
こ
と
の
な
い
職
員
と
の
交
流
も

生
ま
れ
た
散
策
で
し
た
〜
。

　
三
人
は
歴
史
を
学
ぶ
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
て
身
近
な
史
跡
め
ぐ
り
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
3
人
の
出
身
地
、豊
見
城

の
史
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
す
。
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と
あ
る
日
の
こ
と
。沖
縄
大
学
本

館
の
1
階
で
学
生
3
人
が
な
に
か
に

気
づ
き
ま
し
た
。

「
あ
れ
な
に
？
」

　
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
か
な
り
リ
ア

ル
な
カ
ラ
ス
の
絵
で
す
。

　
3
人
は
通
り
す
が
り
の
職
員
に
聞

き
ま
す
が
、

「
え
？
な
に
そ
ん
な
の
が
あ
る
の
？
」

「
知
ら
な
い
」

と
多
く
の
人
は
気
づ
い
て
い
な
い

様
子
。

　
施
設
課
に
聞
き
に
行
く
と
、

「
学
生
支
援
課
に
行
け
ば
わ
か
る
と
思

い
ま
す
」（
施
設
課・金
城
慎
介
さ
ん
）

　
そ
こ
で
学
生
部
長
に
突
撃
し
ま

し
た
。

「
あ
れ
は
な
ん
で
す
か
？
」

「
絵
と
い
う
と
、こ
れ
の
こ
と
？
」（
学

生
部
長・大
城
貴
之
さ
ん
）

T
で
す
。正
直
、大
城
さ
ん
と
大
嶺
さ

ん
は
T
小
町
と
い
う
名
前
を
気
に

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。実
は
、私
も「
T
小

町
」と
自
分
で
言
っ
て
い
ま
す
が
、と

て
も
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
T
小
町
が
頑
張
っ
て
探
し

た
史
跡
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
．ヒ
バ
ン
ム
イ
　

　
ま
ず
、最
初
に
訪
れ
た
史
跡
は
、海

軍
壕
公
園
に
あ
る
ヒ
バ
ン
ム
イ（
火
番

原
）で
す
。

　
ヒ
バ
ン
ム
イ
と
は「
火
を
焚
く
丘
」

と
い
う
意
味
で
、ヒ
バ
ン
ム
イ
が
あ

る
場
所
は
高
台
に
な
っ
て
い
て
那
覇

港
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、那

覇
港
に
入
っ
て
く
る
進
貢
船
や
異
国

船
が
見
え
る
と
火
を
焚
き
、烽
火
を

あ
げ
て
首
里
王
府
に
知
ら
せ
て
い
た

そ
う
で
す
。ヒ
バ
ン
ム
イ
は
首
里
王

府
へ
の
連
絡
手
段
と
し
て
と
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

３
．ヒ
ー
ジ
ャ
ー
は
い
な
い
よ
！

ヒ
ー
ジ
ャ
ー
ガ
ー

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、ヒ
ー
ジ
ャ
ー

ガ
ー（
樋
川
井
）で
す
。ヒ
ー
ジ
ャ
ー

ガ
ー
は
、出
産
直
後
に
新
生
児
を
入

浴
さ
せ
る
際
に
使
う
湯
、旧
正
月
の

若
水
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
用
水
や

農
耕
馬
の
手
入
れ
な
ど
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。戦
前
は
左

右
に
大
小
の
カ
ー（
井
戸
）が
あ
り
、左

側
の
小
さ
い
カ
ー
は
ノ
ロ
や
カ
ミ
ン

チ
ュ
専
用
で
、右
側
の
大
き
い
方
は

住
民
が
利
用
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

４
．古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
の
碑
と
ス
ル
メ
ー
ナ
ー

　
梵
字
と
い
う
の

は
古
代
イ
ン
ド
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
を
書
き
表
す
文

字
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、こ
の
壁

に
埋
め
込
ま
れ
た

字
の
形
が
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

碑
が
建
て
ら
れ
た
時
期
や
由
来
な
ど

※（曲：エイリアンBGM 「The X Files 」を頭に思い浮かべてお読みください）

歴史大好き花林がヒバンムイを見て興奮している様子。

梵字の碑 みんなのヒージャーガー

ヌンドゥンチの中身

珍しいスルメーナー

沖縄大学にある貴重なモノやアート作品を紹介する企画「沖大散策」、
今回は経法商学科3年次の学生がみつけたあるものを紹介します。

ここ
に絵
はあ
りま
す！

ここ
に絵
はあ
りま
す！

vol.10
沖大の魅力に
迫る沖大散策オキナワダイガクにバンクシーあらわる？

も
し
こ
の
イ
ラ
ス
ト
が

    

欲
し
い
と
い
う
方
は
経
営
企
画
室
ま
で
！

（
先
着
３
名
様
に
お
渡
し
し
ま
す
。）

の
情
報
は
一
切
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、魔
除
け
の
意
味
を
持
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。説
明

板
を
見
る
と
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
系

の
に
お
い
が
プ
ン
プ
ン
漂
っ
て
き
ま

す
。こ
れ
は
お
そ
ら
く「
ア・ビ・ラ・ウ

ン・ケ
ン
」と
思
わ
れ
、宇
宙
を
形
成
す

る「
地
、水
、火
、風
、空（
空
間
）」を
意

味
し
、密
教
で
宇
宙
の
中
心
の
仏
と

さ
れ
る
大
日
如
来
を
表
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
梵
字
の
碑
か
ら
少
し
進
ん
だ
場
所

に
、ス
ル
メ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ル
メ
ー
ナ
ー
は
地
頭（
じ
と
う
）と

掟（
う
っ
ち
）の
火
ヌ
神
を
祀
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、集
落
を
火
事
や
火
の

災
害
か
ら
守
る
た
め
に
ヒ
ヌ
カ
ン
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。現
在
で
は
一
般

家
庭
で
も
ヒ
ヌ
カ
ン
を
祀
っ
て
、毎

月
旧
暦
の
一
日

と
十
五
日
に
供

物
を
供
え
て
、一

家
の
繁
栄
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

５
．フ
ス
ミ
御
嶽
＆
フ
ス
ミ
ガ
ー

　
フ
ス
ミ
と
い
う
の
は
、お
へ
そ
の
意

味
で
、字
豊
見
城
集
落
内
の
中
心
に
位

置
し
た
こ
と
か
ら
、フ
ス
ミ
御
嶽・フ

ス
ミ
ガ
ー
と
呼

ば
れ
た
そ
う
で

す
。フ
ス
ミ
ガ
ー

と
は
井
戸
の
こ

と
で
、沖
縄
で

は
一
般
的
に
井

戸
の
周
り
に
は

「
毎
朝
、ハ
ト
の
糞
の
片
付
け
に
苦
慮

し
て
い
て
、リ
ア
ル
な
カ
ラ
ス
の
イ
ラ

ス
ト
を
探
し
、拡
大
コ
ピ
ー
を
し
て

貼
っ
た
ん
だ
よ
。」

　
他
に
も
同
様
に
悩
ん
で
い
た
本
学

職
員
の
実
家
に
も
貼
っ
た
と
こ
ろ
、効

果
は
て
き
め
ん
、そ
の
後
ハ
ト
の
糞
被

害
は
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

♪
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
！

　
み
な
さ
ま
、こ
こ
ま
で
読
ん
で
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
ん
て
こ
と
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、

神
様
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。井

戸
は
村
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い

て
、村
全
体
で
大
切
に
し
な
い
と
井
戸

が
腐
り
、や
が
て
井
戸
を
使
っ
て
生
活

し
て
い
る
村
の
人
々
は
死
ん
で
村
も

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、

村
の
人
々
は
と
て
も
井
戸
を
大
切
に

し
た
そ
う
で
す
。

６
．女
性
の
お
祈
り
場
所
と
人
々
を
救
っ

た
嘉
数
さ
ん（
嘉
数
親
雲
上
）の
お
墓

　
ヌ
ン
ド
ゥ
ン
チ
と
い
う
素
敵
な
史

跡
に
巡
り
あ
い
ま
し
た
。ヌ
ン
ド
ゥ
ン

チ
は
、女
性
た
ち
が
村
の
安
全
な
ど
を

お
祈
り
す
る
場
所
で
、左
側
に
ノ
ロ
火

ヌ
神
、右
側
に
は
ノ
ロ
神
な
ど
の
豊
見

城
の
ム
ラ
建
て
に
ま
つ
わ
る
人
物
の

10
個
の
香
炉
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、廻
っ
た
史
跡
は
み
ん
な
の

命
の
恩
人
嘉
数
親
雲
上
の
お
墓
で
す
。

嘉
数
親
雲
上
は
農
業
に
長
け
て
い
て
、

座
間
味
島
か
ら
ソ
テ
ツ
の
実
を
持
ち

帰
り
琉
球
王
国
の
干
ば
つ
の
時
に
ソ

テ
ツ
の
栽
培
方
法
や
食
べ
方
を
農
民

や
王
府
に
教
え
、人
々
を
飢
餓
か
ら

救
っ
た
天
才
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。王
府
か

ら
褒
美
と
し
て

「
シ
マ（
土
地
）

を
貰
う
か
」と

言
わ
れ
た
そ
う

で
す
が
、「
自
分

に
は
そ
れ
だ
け

の
力
が
な
い
の

で
、代
わ
り
に

母
の
た
め
の
墓

が
欲
し
い
」と

１
．自
己
紹
介
＆
は
じ
め
に　

私
、金
城

愛
と
私
の
お

友
達
の
大
城

こ
な
つ
さ
ん

と
大
嶺
花
林

さ
ん
は
豊
見

城
市
出
身
で

す
。３
人
合
わ
せ
て
T
小
町
で
す
。T

小
町
の「
T
」はTO

M
IG
U
SU
KU

の

言
っ
て
墓
を
拝
領

し
た
そ
う
で
す
。そ

の
時
に「
親
雲
上
」

の
位
と「
嘉
数
」と

い
う
名
字
を
賜
っ

た
そ
う
で
す
。

７
．お
わ
り
に

　
今
回
、た
く
さ
ん
の
史
跡
を
巡
っ

て
み
て
更
に
歴
史
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

　
１
時
間
ほ
ど
で
、字
豊
見
城
の
小

さ
い
区
域
で
７
つ
の
史
跡
を
巡
検
し

ま
し
た
が
、那
覇
や
首
里
だ
け
で
な

く
私
の
身
近
な
豊
見
城
に
も
、琉
球

王
国
時
代
の
史
跡
が
多
く
あ
る
と
知

り
驚
き
ま
し
た
。自
分
が
普
段
通
っ

て
い
た
道
に
も
ヌ
ン
ド
ゥ
ン
チ
や
、

フ
ス
ミ
ガ
ー
、ス
ル
メ
ー
ナ
ー
な
ど

石
や
井
戸
に
宿
っ
た
神
様
を
拝
む
場

所
が
多
く
あ
り
、琉
球
の
人
々
の
生

活
に
と
っ
て
、神
様
に
拝
む
行
為
は
、

生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
と
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大切にされてきたフスミガー

バ
ン
ク
シ
ー
な
ん
て
大
げ
さ
な
っ
て

思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、研
究
や

学
び
に
気
づ
き
は
と
て
も
大
切
で
す
。

学
生
さ
ん
の
気
づ
き
、そ
し
て
普
段
は

話
す
こ
と
の
な
い
職
員
と
の
交
流
も

生
ま
れ
た
散
策
で
し
た
〜
。

　
三
人
は
歴
史
を
学
ぶ
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
て
身
近
な
史
跡
め
ぐ
り
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
3
人
の
出
身
地
、豊
見
城

の
史
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
す
。
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事業活動収支計算書

20222022

20232023

資金収支計算書

20222022年度決算について年度決算について

20232023年度予算について年度予算について

貸借対照表

資金収支予算書

事業活動収支予算書

経
常
的
な
収
支
バ
ラ
ン
ス

教
育
事
業
で
の
収
支

教
育
事
業
外
の
収
支

臨
時
的
な
収
支
バ
ラ
ン
ス

（単位  千円）

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科 目 本年度予算 前年度予算 増・減
学生生徒等納付金 2,050,000 2,014,965 35,035
手数料 34,263 35,801 △ 1,538
寄付金 27,600 29,548 △ 1,948
経常費等補助金 631,472 604,517 26,955
付随事業収入 643 36,523 △ 35,880
雑収入 7,842 63,690 △ 55,848
教育活動収入計 2,751,820 2,785,044 △ 33,224

事業活動
支出の部

人件費 1,359,337 1,489,330 △ 129,993
教育研究経費 1,191,521 1,171,104 20,417
管理経費 115,976 108,773 7,203
教育活動支出計 2,666,834 2,769,207 △ 102,373

教育活動収支差額 84,986 15,837 69,149

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

科 目 本年度予算 前年度予算 増・減
受取利息・配当金 1,519 1,308 211
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 1,519 1,308 211

事業活動
支出の部

借入金等利息 8,949 9,176 △ 227
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 8,949 9,176 △ 227

教育活動外収支差額 △ 7,430 △ 7,868 438
経常収支差額 77,556 7,969 69,587

特
別
収
支

事業活動
収入の部

科 目 本年度予算 前年度予算 増・減
その他の特別収入 1,774 4,246 △ 2,472
特別収入計 1,774 4,246 △ 2,472

事業活動
支出の部

資産処分差額 46,509 47,364 △ 855
特別支出計 46,509 47,364 △ 855
特別収支差額 △ 44,735 △ 43,118 △ 1,617

　〔予備費〕 15,000 20,000 △ 5,000
基本金組入前当年度収支差額 17,821 △ 55,149 72,970
基本金組入額合計 0 △ 117,338 117,338
当年度収支差額 17,821 △ 172,487 190,308
前年度繰越収支差額 △ 1,774,108 △ 1,601,621 △ 172,487
基本金取崩額 7,449 0 7,449
翌年度繰越収支差額 △ 1,748,838 △ 1,774,108 25,270
　（参考）
事業活動収入計 2,755,113 2,790,598 △ 35,485
事業活動支出計 2,737,292 2,845,747 △ 108,455

（単位  千円）

科 目 予 算 決 算 差 異
人件費支出 1,414,736 1,385,506 29,229
教育研究経費支出 964,254 920,873 43,381
管理経費支出 102,697 99,424 3,272
借入金等利息支出 9,176 9,339 △ 163
借入金等返済支出 85,700 71,600 14,100
施設関係支出 228,344 112,466 115,877
設備関係支出 72,478 64,552 7,926
資産運用支出 61,000 61,807 △ 807
その他の支出 67,986 83,328 △ 15,342
予備費 4,593 - 4,593
資金支出調整勘定 △ 23,677 △ 44,088 20,411
翌年度繰越支払資金 2,421,506 2,504,479 △ 82,973

支出の部合計 5,408,795 5,269,288 139,506

支 出 の 部

収 入 の 部

支 出 の 部

【教育活動収支】

収 入 の 部 （単位  千円）

科 目 予 算 決 算 差 異
学生生徒等納付金収入 2,014,965 2,084,278 △ 69,313
手数料収入 35,801 31,121 4,680
寄付金収入 29,548 25,903 3,644
補助金収入 604,517 590,408 14,108
資産売却収入 85,191 892 84,298
付随事業・収益事業収入 36,523 38,172 △ 1,649
受取利息・配当金収入 1,308 1,582 △ 274
雑収入 63,690 63,727 △ 37
借入金等収入 108,000 37,460 70,540
前受金収入 950,940 907,820 43,119
その他の収入 52,013 58,054 △ 6,041
資金収入調整勘定 △ 1,011,007 △ 1,007,437 △ 3,569
前年度繰越支払資金 2,437,306 2,437,305

収入の部合計 5,408,795 5,269,288 139,506

資 産 の 部 （単位  千円）

科 目 本年度末 前年度末 増 減
固定資産 5,795,474 5,782,285 13,189

有形固定資産 5,093,321 5,131,820 △ 38,499
特定資産 622,413 561,499 60,914
その他の固定資産 79,739 88,965 △ 9,226

流動資産 2,572,858 2,501,392 71,465
資産合計 8,368,332 8,283,677 84,655

負債の部・純資産の部 （単位  千円）

科 目 本年度末 前年度末 増 減
固定負債 1,100,165 1,126,058 △ 25,892
流動負債 1,174,733 1,177,224 △ 2,491

負債合計 2,274,899 2,303,283 △ 28,384
基本金 7,774,491 7,582,015 192,475
繰越収支差額 △ 1,681,058 △ 1,601,621 △ 79,436
純資産合計 6,093,433 5,980,394 113,039

負債及び純資産の部合計 8,368,332 8,283,677 84,655

（単位  千円）
事　業　活　動　収　入　の　部

科 目 予 算 決 算 差 異
学生生徒等納付金 2,014,965 2,084,278 △ 69,313
手数料 35,801 31,121 4,680
寄付金 29,548 25,903 3,644
経常費補助金 604,517 590,408 14,108
付随事業収入 36,523 38,172 △ 1,649
雑収入 63,690 63,727 △ 37

教育活動収入計 2,785,044 2,833,611 △ 48,567
事　業　活　動　支　出　の　部

人件費 1,489,330 1,469,634 19,695
教育研究経費 1,177,632 1,127,375 50,257
管理経費 108,773 107,758 1,014

教育活動支出計 2,775,735 2,704,768 70,967
教育活動収支差額 9,308 128,842 △ 119,534

【 教 育 活 動 外 収 支 】 （単位  千円）
事　業　活　動　収　入　の　部

科 目 予 算 決 算 差 異
受取利息・配当金 1,308 1,582 △ 274
教育活動外収入計 1,308 1,582 △ 274

事　業　活　動　支　出　の　部
借入金等利息 9,176 9,339 △ 163
教育活動外支出計 9,176 9,339 △ 163

教育活動外収支差額 △ 7,868 △ 7,756 △ 111

【 特 別 収 支 】 （単位  千円）
事　業　活　動　収　入　の　部

科 目 予 算 決 算 差 異
資産売却差額 0 8 △ 8
その他の特別収入 4,246 3,363 882

特別収入計 4,246 3,372 873
事　業　活　動　支　出　の　部

資産処分差額 47,364 11,418 35,945
特別支出計 47,364 11,418 35,945

特別収支差額 △ 43,118 △ 8,046 △ 35,071

（単位  千円）

科 目 本年度予算 前年度予算 増・減
学生生徒等納付金収入 2,050,000 2,014,965 35,035
手数料収入 34,263 35,801 △ 1,538
寄付金収入 27,600 29,548 △ 1,948
補助金収入 631,472 604,517 26,955
資産売却収入 85,010 85,191 △ 181
付随事業・収益事業収入 643 36,523 △ 35,880
受取利息・配当金収入 1,519 1,308 211
雑収入 7,842 63,960 △ 55,848
借入金等収入 50,000 108,000 △ 58,000
前受金収入 949,302 950,940 △ 1,638
その他の収入 54,619 52,013 2,606
資金収入調整勘定 △ 978,063 △ 1,011,007 32,944
前年度繰越支払資金 2,421,506 2,437,306 △ 15,800

収入の部合計 5,335,713 5,408,795 △ 73,082

（単位  千円）

科 目 本年度予算 前年度予算 増・減
人件費支出 1,337,263 1,414,736 △ 77,473
教育研究経費支出 991,851 957,726 34,125
管理経費支出 108,398 102,697 5,701
借入金等利息支出 8,949 9,176 △ 227
借入金等返済支出 93,360 85,700 7,660
施設関係支出 57,282 228,344 △ 171,062
設備関係支出 122,458 63,601 58,857
資産運用支出 61,000 61,000 0
その他の支出 52,848 67,986 △ 15,138
予備費 15,000 20,000 △ 5,000
資金支出調整勘定 △ 75,242 △ 23,677 △ 51,565
翌年度繰越支払資金 2,562,546 2,421,506 141,040

支出の部合計 5,335,713 5,408,795 △ 73,082

※千円未満四捨五入

〔予備費〕 13,471 13,471
基本金組入前当年度
収支差額 △ 55,149 113,039 △ 168,188

基本金組入額合計 △ 117,338 △ 192,475 75,137
当年度収支差額 △ 172,487 △ 79,436 △ 93,050
前年度繰越収支差額 △ 1,601,621 △ 1,601,621 0
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 1,774,108 △ 1,681,058 △ 93,049
　（参考）
事業活動収入計 2,790,598 2,838,565 △ 47,967
事業活動支出計 2,845,747 2,725,526 120,220



須藤義人先生（人文学部こ
ども文化学科教授）の講義「こ
どもと宗教」のゲスト講師と
して、牛島満第 32 軍司令官
の孫にあたる牛島貞満氏を迎
え、ご講演いただきました。
牛島さんは沖縄に古くから継
承されてきた「命（ぬち）どぅ
宝＝命こそ宝」の考えに価値
があり、命より重い大義はないこと、戦争を起こさないためにも、記録・
証言に基づく記憶の継承と歴史認識が大事であり、それが平和への創造
力の源になると学生たちに伝えていました。

また6月10日に開催された第 598 回沖縄大学土曜教養講座においても
「非戦への誓いー沖縄戦の『記憶の継承』による共創と教育」をテーマ
にパネリストとしてご登壇いただきました。

今回表彰された活動は、2020
年から新垣慶子先生のゼミ生を中
心に、那覇市内の子ども食堂と連
携し、お弁当の無料配布や手軽に
つくれるレシピの考案、そして普及
活動等、食の面から子どもたちの
サポートを行ってきたものです。6
月24日には第 7 回食育活動表彰式

（富山県）に参加し、表彰を受け
ました。

また、6 月 9 日 BS よしもとの
ニュースショー「ワシんとこ・ポス
ト」にて、活動内容が紹介され、
メンバーを代表して健康栄養学部
管理栄養学科 4 年の島袋涼佳さん
と津波古美桜さんがリモート出演
しました。

クッキングサークルは、自分たちでレシピを考案し学園祭や入学式で
お菓子配付等の活動しています。今回は沖縄大学本館屋上で養蜂し、採
れた蜂蜜を使って、蜂蜜＆シークワーサーソフトゼリーづくりに挑みまし
た。蜂蜜の味を生かし、何を作るか、試行錯誤を重ねて完成させたソフ
トゼリーは初夏のこの時期にピッタリな爽やかな逸品に仕上がりました。

龍仁大学校は、武術学部，スポー
ツ科学学部，芸術文化学部，AI 融
合学部，産業保健福祉学部の 5 学
部 30 学科が設置されていて、多く
のオリンピック選手を輩出している
大学です。今後、本学と学生の相
互派遣や、教育・研究上において
学術交流を図る予定です。

新型コロナウイルスの影響で 4
年ぶりの開催となる本大会には 46
チーム、約 720 名の学生及び教職
員が参加しました。

ドッチビー（ディスクドッヂ）と
呼ばれる、ボールの代わりに柔らか
いディスクを使った競技を行い、優
勝はこども文化学科上原ゼミ（専門演習 a）、準優勝は経法商学科成定ゼミ

（問題発見演習Ⅰ）が果たしました。

沖縄大学と那覇市議会は、より良い社会の実現に向けて共に地域の課
題に取り組むべく包括連携協力に関する協定書、締結式を行いました。

本協定では、政策立案の能力強化や調査研究、人材育成面からの学生
のインターンシップ派遣等、より強固な協力体制を進めていくことが目的と
なっています。

「社会人類学入門」と「キャリ
アデザイン入門」2 つの講義で
は報道写真家の石川文洋さんを
お招きしての特別講義が行われ
ました。

現在 85 歳で現役の報道カメラ
マン石川文洋さんは、戦場カメラ
マンとしてベトナムやカンボジア、
ラオス、アフガニスタン等世界各
地の戦場を撮影されてきました。

講演で石川さんは、「一番大切
なのが命、命を繋げることがとて
も大事なことである。戦争は一度にその命を奪うもの、戦争は止めていか
ないといけない。戦争を経験していなくても想像することはできる」と日本
の在り方や世界の在り方を学生たちに問い続けました。また、台湾有事の
際には、沖縄が多大な影響を受けかねないと危惧し、沖縄は平和を創って
いく島であってほしいと語りました。

『戦（いくさ）のない時代を歩むために』
牛島貞満氏講演

管理栄養学科子ども食堂サポートチーム
審査委員特別賞を受賞

クッキングサークル製作「蜂蜜＆シーク
ワーサーゼリー」配布イベント開催！

韓国・龍仁大学校と沖縄大学
連携協定調印式

新入生歓迎スポーツ大会　4年ぶりに開催

那覇市議会との包括連携協定締結『市政の
課題に関する調査研究等への連携協力』

報道写真家 石川文洋さん
「命の大切さ、繋げることの大事さを語る」
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沖縄で活躍する人のビジネスヒストリー
を伺い、人生 100 年時代を生き抜く教養
や術を身につけるきっかけにと企画してい
る講演会。第 4 回目（6/15）の講師は、
豊見城市でケーキ工房を営んでいるパティ
シエの仲西竜太郎さんをお招きしキャリア
についてや材料や食へのこだわりについ
て、お話いただきました。

第 5 回目（7/21）の講師には、元琉球
朝日放送アナウンサーで、現在はフリーア
ナウンサーとして県内外で活躍されている、
宮城さつきさんをお招きし夕方のニュース
番組のキャスターを勤めドキュメンタリー
番組も多く手掛けてきたお仕事のお話や朗読もご披露いただきました。

福祉文化学科健康ス
ポーツ福祉専攻の合同
ゼミでは、元メジャー
リーガーで現在野球解
説者として活躍中の上
原浩治さんをお招きし
ての特別講義が行われ
ました。高校時代はレ
ギュラーに選ばれずプ
ロ野球選手を目指して
いなかったことやその後の浪人時代の話、体育
教師を志していた大学時代のこと、プロになって
からの上原さんのお話に、学生たちは真剣に耳を
傾けていました。

講演の最後に上原さんは「後悔だけはしてほし
くない。過去は変えられないからどんどん前へ進
んでいくことが大切」と学生たちにエールを贈っ
てくれました。

今回は「大学の学びを体験してみよう！」
をテーマに、500 名近くの高校生や保護者に
来場頂きました。ミニ講義の開催や在学生に
よる入試体験談、また学生生活等を紹介す
る内容で、沖縄大学の雰囲気を体感できるイ
ベントとなりました。

今年度のオープンキャンパスは終
了となります。今回参加できなかっ
た方は、地域別個別相談会や個別
相談も随時行っています。ご希望
の方は、入試広報室までご連絡く
ださい。

「OKIDAI THE 職人倶楽部」 「スポーツに正解はない！」特別講義
元プロ野球選手 上原浩治さん

問い合わせ先

第２回オープンキャンパス開催

  メール：keiei@okinawa-u.ac.jp ＦＡＸ：098-832-0083
〒 902-8521 沖縄県那覇市字国場 555 番地　沖縄大学経営企画室 宛
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地　域 開催日 時　間 会　場

中　部 ８月31日（木） 15：00-19：00 うみんちゅワーフ
（２階：会議室）

久米島 ９月１日（金） 15：30-18：00
久米島町複合型防災・地

域交流センター　
ほんのもり

宮　古 ９月６日（水） 16：30-18：30 ホテルアトールエメラルド
宮古島（２階：渚の間）

石　垣 ９月７日（木） 16：30-18：30 南の美ら花ホテルミヤヒラ
（２階：フクギの間）

北　部 ９月12日（火） 16：30-18：30 名護中央公民館
（１階：第３研修室）

南　部 ９月16日（土） 15：00-17：30 沖縄大学キャンパス
（本館１階 学食）

上原さんにお話頂いた
内容は沖縄大学Web

サイト、「17歳へ」企画で
ご覧いただけます！
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　４月からは創立 65 周年を記念して、寄附返礼品を用意しました。３つのギ
フトからおひとつをお選びください。

（詳しくは、本学ホームページをご確認ください。）

　沖縄大学は、地域に根差し慕われる大学として、社会ニーズに応えうる有
為な人物を育成するために、教育研究環境等の整備・充実に取り組んでい
ます。ご支援をお考えいただける方は、ぜひ経営企画室までご連絡をお願い
いたします。沖縄大学のさまざまな活動において大きな力となっています。

2023年度寄附活動 新たな取り組み

沖縄大学への寄附について

謝花きっぱん店「冬瓜漬」 南の島恵み農園「青い塩」OKIDAI HONEY（限定88個）

　学生支援課では保護者懇談会を通じて、学生の学業や学生生活などにつ
いて教職員と保護者の個別面談を実施し、保護者の皆様と連携を密にしな
がら、きめ細かな学生支援を行って参りたいと考えております。
参加ご希望の方は郵送された文書内に記載のＱＲコードからの申込、メール、
電話等で申込みを行って頂きますようご案内申し上げます。
尚、台風等で中止になる場合がございます。その際は大学ホームページでお
知らせいたしますのでご確認ください。

沖縄大学保護者懇談会のご案内

日程及び会場一覧

＜久米島会場＞ ９月　１日( 金 )【EN Resort ｲｰﾌﾋﾞｰﾁﾎﾃﾙ】
久米島町字謝名堂 548 ( ☎ 098-985-7111)

＜ 宮 古 会 場 ＞ ９月　６日( 水 )【ﾎﾃﾙｱﾄｰﾙｴﾒﾗﾙﾄﾞ宮古島】
平良市字下里 108-7( ☎ 0980-73-9800)

＜八重山会場＞ ９月　７日( 木 )【南の美ら花ホテルミヤヒラ】
石垣市美崎町 4-9( ☎ 0980-82-6111)

＜ 北 部 会 場 ＞ ９月１２日 ( 火 )【名護中央公民館】
　 名護市港 2-1-1( ☎ 0980-53-5428)

※上記４会場については、　面談時間：18:00 ～ 19:00
＜中南部会場＞ ９月１６日 ( 土 )【沖縄大学】

那覇市国場 555( ☎ 098-832-7182)

※中南部会場は学科によって
面談時間が異なります。

経法商学科 13：00 ～ 14：30
国際コミュニケーション学科 15：00 ～ 16：30
福祉文化学科 15：00 ～ 16：30 
こども文化学科 15：00 ～ 16：30
管理栄養学科  15：00 ～ 16：30


